
地域小児救命救急センターの設置 

 
１ 概要 

地域小児救命救急センターは、原則として、すべての重篤な小児救急患者を 24 時間     

体制で受入れ、「超急性期」の医療を応急的に提供した後、高度な専門的医療が必要な

患者については、小児集中治療室病床（PICU）を持つ小児救命救急センター等に繋ぐ

体制を確保するもの。 
現在、本県においては、小児救命救急センター及び地域小児救命救急センターは設置

されていない。 
 このたび、島根大学医学部附属病院に、地域小児救命救急センターを設置することに

より、重篤な小児救急患者を 24 時間受け入れる体制を整備する。 
 

２ 整備基準 
救急医療対策事業実施要綱（昭和 52 年 7 月 6 日医発第 692 号厚生労働省医政局長 

通知、令和 6 年 3 月 29 日最終改正）による整備基準に従う（以下、抜粋）。 

(1)診療機能 

小児集中治療室病床の整備は求めないが、24 時間体制で、三次医療圏のす

べての重篤な小児救急患者に「超急性期」の医療を応急的に提供するととも

に、それを脱した小児救急患者に必要な専門医療を提供するものとし、一方

で、小児集中治療室病床を要する程度の高度な専門的医療が引き続き必要な

患者については、当該患者に対応可能な医師同乗の下で三次医療圏を越えた

広域搬送を行うことにより、小児集中治療室病床を持つ小児救命救急センタ

ー等の医療機関における加療に繋ぐものとする。 

(2)職員配置 

a 医師 

常時、専従の医師及び研修医を確保する。なお、専従の医師に

ついては、学会が認定した集中治療専門医、小児科専門医、救急

科専門医など、小児集中治療に指導的立場にある人を 1人以上含

むこと。 

b 看護師 

 常時、専従の看護師を患者 3名（可能であれば患者 2名）に 1

名以上の割合（必要時には患者 2名（可能であれば患者 1.5 名）

に 1 名以上）で確保する。なお、重症集中ケア認定看護師が勤務

し、指導的役割を担うことが望ましい。 

c 他の医

療従事者 

 診療放射線技師及び臨床検査技師を常時院内に確保するとと

もに、理学療法士及び臨床工学技士を院内に確保する。薬剤師、

社会福祉士を院内に確保することが望ましい。 

(3)症例数 
年間おおむね 100 例以上の入院を取り扱い、うち相当数が救急外来からの

入院又は他院からの搬送入院であること。 

(4)施設 

ICU と同等の小児救急患者にも対応可能な病床を 10 床以上有し、独立した

看護単位を有する。必要な専用の診察室（救急蘇生室）を設ける。なお、緊急

検査室、放射線撮影室、手術室等は、優先して使用できる体制を確立しておく。 

(5)設備 必要な医療機器を備える。 

資料１



 

３ 島根大学医学部附属病院の概要 

名称 島根大学医学部附属病院 

整備 

 
基準 

適合 

 
状況 

所在地 出雲市塩冶町 89-1 

開設者 国立大学法人 

病院長 椎名 浩昭 

病床数 600 床 
一般病床 570 床 
精神病床  30 床 

小児入院患者数 令和 5 年度 189 人（うち自院 145 人、転院 44 人） 
令和 4 年度 142 人（うち自院 116 人、転院 26 人） 

(3) 適 

対応可能病床数 12 床（予定） (4) 適 

専従医師数 5 人（予定） 

 日本集中治療医学会集中治療専門医 2 人 

 日本小児科学会小児科専門医 1 人 

日本小児外科学会専門医   1 人 

日本小児循環器外科専門医  1 人 

(2)a 適 

専従看護師数 44 人（予定） (2)b 適 

他の医療従事者 診療放射線技師 1 人 臨床検査技師  1 人 
理学療法士   1 人 臨床工学技士  1 人 
薬剤師     1 人 社会福祉士   1 人 
チャイルドライフスペシャリスト 1 名 

(2)c 適 

24 時間の診療 
体制 

日勤の時間帯：医師 4～5 人、看護師 8～10 人 
日勤以外の時間帯：医師 1～2 人、看護師 5～6 人 

(1) 適 

必要な医療機器

の設備状況 

救急蘇生装置 18 台、除細動器 1 台、ペースメー

カー 3 台、心電計 1 台、ポータブルエックス線撮

影装置 1 台、 呼吸循環監視装置 12 台 
(5) 適 

 
４ 全国の状況（令和 6年 12 月現在） 

 小児救命救急センター 地域小児救命救急センター 

施設数 19 
R6 年度事業未確定 

設置都道府県数 14 

 

５ 今後の手続き 

(1)  第３回島根県医療審議会において審議 
(2)  センターの設置（令和 7 年 4 月 1 日予定） 
(3)  島根県保健医療計画への記載（令和 8 年度中間見直し） 



小児救命救急センター事業（地域小児救命救急センター整備）
１ 事業の目的 令和６年度予算案189,245千円

医政局地域医療計画課
（4206）

○ 第８次医療計画の指針において、都道府県に対して、必要に応じて県圏域を超えた広域搬送について検討しつつも、基本的には、都道府県内で小児患
者に対する救命救急医療を24時間提供できる体制の整備を求めている。
○ 一方で、小児救急医療に精通した専門医や高度な医療機器等の多くの医療資源を要するPICUを持つ小児救命救急センターの整備については、令和５年
４月現在全国19施設（14都府県）が指定されているが、地域のこどもの数等のニーズや医師等のリソース等を考慮すると、小児救命救急センターを全都
道府県に整備することは困難であり、地域によりこどもが享受可能な救命救急医療に差が存在している。
○ 全ての地域において等しく高い水準の小児救命救急医療を整備する観点から、小児救命救急センターを持たない三次医療圏につき１カ所の小児救命救
急医療の拠点を「地域小児救命救急センター」として整備する。
○ 地域小児救命救急センターの役割は、三次医療圏における小児救急症例の集約化、小児救命症例に対する小児救命救急医療に対応可能な医師（以下、
対応可能医師）による応急処置及び広域搬送とし、対応可能医師の複数名の配置は求めるが、PICUの整備・運営は求めないこととし、PICUを要する症例
については、対応可能医師が同乗の下、既存の小児救命救急センターへ広域搬送することを基本とする。
○ さらに、地域小児救命救急センターの継続性の観点から、対応可能医師が常時複数名必要であるため、地域小児救命救急センターに所属する特に若手
の医師を研修終了後に派遣元に戻る条件で既存の小児救命救急センター等に派遣し、PICUでの業務や搬送業務に関する技術の習得を支援する。

・実施主体:都道府県の医療計画等に基づき、都道府県知事の要請を受けた病
院の開設者とする。
・補助率:１／３（医療提供体制推進事業費補助金（運営費））

※想定需要
・小児救命救急センターなし:33道府県
・PICUなし:25府県
・集中治療を要する小児患者数:人口100万人あたり約300人（年間）

PICU６床以上整備可能な都道府県
（医療資源豊富 大都市圏等）

既存の小児救命救急センター
（PICU６床以上整備）

追加支援範囲

PICU６床以上整備不能な都道府県
（医療資源余裕なし 地方等）小児救急

症例
小児救急
症例

小児救急
症例

対応可能医師

地域小児救命救急センター
・対応可能医複数名
・PICU整備なし

小児救急
症例

小児救急
症例

小児救急医療資源
分散 → 集約

４ 実施主体等

対応可能医師同乗下の
広域搬送

若手研修派遣
＆

対応可能医として
派遣元へ帰任

２ 事業の概要・スキーム ３ 施設機能の違い
小児救命救急

センター（既存）
地域小児救命救急

センター
一般救急病院

PICU ６床以上 基本なし 基本なし

医師 小児救急
対応可能医師 多数

小児救急
対応可能医師
複数名

基本なし
（一般小児科
医・救急医）

その
他

・広域小児救急の
最後の砦

・研修受入れ施設
・指導医師等

・地域の小児救急
医療の集約施設

・対応可能医師
同乗下での
広域搬送拠点

・既存のセンターへの研
修医師派遣

・分散配置
・小児救急の
対応可否は
不明

既存
支援
範囲



県全域

県内小児高度医療連携体制の構築

県立中央病院
○高度救命救急センター

（重症熱傷・重症中毒・指肢切断等対応）
○地域周産期母子医療センター

（雲南・出雲・大田）

島根大学医学部附属病院
○高度外傷センター
（重症外傷等対応）

○救命救急センター
○総合周産期母子医療センター

○地域小児救命救急センター
・重篤な小児救急患者を24時間体制で受入
・小児対応病床10床以上（PICUなし）
・小児救急対応可能医師（複数配置）
・年間おおむね100入院症例以上
・ヘリポート、ドクターカー保有

県全域

連 携

県東部県西部

浜田医療センター
○救命救急センター

松江赤十字病院
○救命救急センター

○地域周産期母子医療センター

入院

重
症
患
者
を
搬
送

救急告示病院 入院

小児救命救急
センター（PICU）

県外
（岡山、兵庫、福岡等）

連 携

【センターが扱う主な症例】
・急性呼吸不全・循環不全の集中治療
・小児の脳神経、心臓、腹部の緊急手術
・急性脳炎・脳症の神経集中治療
・自己免疫疾患などに対する血漿交換
・重症外傷、中毒、熱傷 etc

益田赤十字病院
○地域周産期母子医療センター

連 携

松江市立病院

重
症
患
者
を
搬
送


